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ＪＲに集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2022 年度 
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２０２２年１２月５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合 安全対策委員会 

第１５回業種間安全検討会を開催！ 
ＪＲ連合 安全対策委員会は、11 月 29 日、「第 15 回業種間安全検討会」を開催した。

当日は、16 名の委員が出席、東京モノレール 新整備場駅を訪れ、日本航空 安全啓発セン

ターおよび格納庫の視察を行うとともに、ＪＡＬ労働組合の皆さんと「安全の確立」をテ

ーマに取り組み紹介および意見交換を行った。 

 「日本航空 安全啓発センター」は、2006 年にＪＡＬグループ社員の研修施設として設

置され、1985 年に発生した「日本航空 123 便墜落事故（御巣鷹山事故）」をはじめ、過去

の重大事象の内容や発生原因、教訓を風化させることのないよう、さらには安全運航の重

要性を再確認する場として活用されている。この度、航空連合・ＪＡＬ労働組合の皆さん

の協力のもと、同施設の見学を行うことができた。同センターの展示室には、係員の方の

案内・説明のもと、当該事故の直接原因とされる後部圧力隔壁や後部胴体をはじめとする

残存機体、コックピット・ボイスレコーダー、乗客の方々が残されたご遺書やご遺品、事

故の新聞報道や現場写真等を見学。事故の状況や経緯等についてはＶＴＲも併せて視聴し、

認識を深めた。生々しい展示品やご遺族・社員が綴った資料等も拝見し、「安全の確立」

に対する想いをあらためて強くした。 

 その後、安全運航を支える機体の運行整備や点検・重整備

が実施されている「格納庫」を合わせて見学した。ボーイング

787 や 737 のほか、最新機材の整備状況と併せて、社員の皆さ

んの業務に向き合う真摯な姿を見ることができた。また、整

備の特徴点や、作業における失念を防止するための工夫等、

安全運航に係る取り組みの一端を垣間見ることができた。 

 

 ＪＡＬ労働組合からは５名の役員の皆さんにご対応頂

き、「安全」に係る取り組みを相互に紹介し、意見交換を

実施した。ＪＡＬ労働組合からは、活動方針の１つめの柱

に「安全運航の堅持」を掲げ、労働組合が「安全の番人」

として「おかしいことがおかしいと言える職場」づくり、

チェック機能の発揮等に取り組むとともに、労使で様々

な取り組みを行っていることが紹介された。 


